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[長期総合計画] [事業基本情報]

分野別目標 3 ○ 管理経費

政 策 1

施 策 1 ○ 法定受託事務

取組方針 4

Ｈ２１

事業実施の根拠法令

関連個別計画

担当課・担当課長（Tel）

関連課
充実 現状維持

１　事業概要及び実施内容

事
業
概
要

２　事業コスト

当初予算 決算 当初予算 決算 当初予算 決算 決算 計画 決算

1,585 1,450 9,780 7,433 24,119 18,484 28,195

- - 517.0% 412.6% 146.6% 148.7% ▲100.0% 0.0% -

4,083 3,903 26,248 25,134 25,134 34,478 28,897

1,751 1,751 2,630 7,572

4,083 3,903 26,248 26,885 26,885 37,108 0 36,469

7,322 6,877 5,979 4,737

750 190 370

141 16 88 16 48 0 48
1,444 1,434 2,370 540 23,321 12,315 23,040
0.54 0.52 3.53 3.30 3.30 4.32 3.64

0.80 0.80 1.29 3.44

３　目標及び実績
単位 平成26年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度

目標値 5,000 5,000 5,000 5,000

実績値 5,000 5,000

達成度(%) 100.0% 100.0%

目標値 4

実績値 2

達成度(%) 50.0%

目標値 5,000 5,000 5,000 5,000

実績値 5,000 5,000

達成度(%) 100.0% 100.0%

目標値 4

実績値 2

達成度(%) 50.0%

実
施
内
容

市民団体に子育て応援ブック
の編集を委託、掲載広告の募
集、冊子の電子ブック化

・つれもて子育て応援ブック
・父子手帳、子どもの発達支
援ガイドブックの作成
・男性の育児休業取得助成金
・メール配信
・子育てママの再就職支援事
業

・つれもて子育て応援ブック
の作成
・子育てアプリの運用
・子育てママの再就職支援事
業（ママジョブ応援ナビ事
業）
・しあわせたく３未来ギフト
事業
・三世代同居・近居促進事業
・育児支援補助事業
・男性子育推進事業
・わかもの出会い応援事業
・ハッピーウェディング事業
・オリジナル婚姻届・出生届

・つれもて子育て応援ブックの
作成
・子育てアプリの運用
・子育てママの再就職支援事業
（ママジョブ応援ナビ事業）
・しあわせたく３未来ギフト事
業
・三世代同居・近居促進事業
・育児支援補助事業
・男性子育推進事業（イクボ
ス）
・わかもの出会い応援事業
・ハッピーウェディング事業
・オリジナル婚姻届・出生届

・つれもて子育て応援ブック
の作成
・子育てアプリの運用
・子育てママの再就職支援事
業（ママジョブ応援ナビ事
業）
・しあわせたく３未来ギフト
事業
・三世代同居・近居促進事業
・育児支援補助事業
・男性子育推進事業（イクボ
ス）
・わかもの出会い応援事業
・ハッピーウェディング事業
・オリジナル婚姻届・出生届

平成30年度

当初予算

16.9%

28,897

事業費 28,195

事業費等　（千円）
平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度

伸び率（％）

4

活
動
指
標

そ の 他

7,572

国庫支出金

県支出金

36,469

4,737

人件費

正規職員
正規職員以外

小計

平成27年度

所要人数
（人）

正規職員
正規職員以外

4

成
果
指
標

8,000

8,000

8,000

主な予算内訳

7,200

90.0%

100.0%

4

100.0%

委託料：9990千円　　　　負担金、補助及び交付金　12,550千円

3.64

作成部数

指標名

部

100.0%

配布部数

男性の育児休業等取得助成金承認件数

件

部

件

男性の育児休業等取得助成金申請件数

4

市　　債

48

370

3.44

23,040一般財源（税等）

児童福祉総務費

一般会計

民生費

事　務　事　業　チ　ェ　ッ　ク　シ　ー　ト

子ども子育て応援事業

事業区分(1)
事業経費

その他

安心して子供を生み育てることのできる環境の整備

子供たちがいきいきと育つまち

その他

款

平成２８年度 平成２９年度平成２６年度 平成２７年度

子ども・子育て支援法

事業目的（「誰・何」をどういう状態にする」ための事業か) 事業内容
和歌山市でこれまで発行されていた子育てに関するさまざまな情報を集約し、日頃、自分達が利
用している施設やサービスに取材を行い、妊娠・出産・子育てというステージ別に情報をまとめ
て掲載する「つれもて子育て応援ブック」を作成。母子健康手帳配布時、転入手続き時、その他
市内で親子連れが集う施設等で広く市民に配布する。また、市報わかやまにて広告を募集、応募
条件は特別設けてはいないが、子育て中の親子に有益と思われるものについては、積極的に掲載
したいと考えている。毎年６月に発行することから、掲載期間は次回更新までの１年間。平成２
８年度からは、子育てアプリの運用を開始し、子育て情報を配信する。また、子育て親子が集ま
る場であるつどいの広場等において、ハローワークのオンライン求人情報を閲覧できるように
し、子育てママの再就職を支援する。　　　※男性育児休業等取得女性事業・メール配信事業に
ついては、H27年度で廃止。

妊娠中の親から小学校低学年の児童の保護者に対し、子育てに
有益な情報を一元的に提供することで和歌山市での子育てをよ
り便利に、より楽しくすることを目的とする。

子育て支援課

平成３０年度

和歌山市子ども・子育て支援事業計画

露野　惠司　　435-1329

事業期間 ～

大事業

項

児童福祉総務事業

会計

子ども子育て応援事業事項

会計・
予算区分

継続事業種別

結婚から子育てにつなげる社会づくり
事業区分(2)

自治事務

安心して子供を生み育てることのできる環境の整備

児童福祉費

目



４　事業の評価

○

○

○

○

○

○

○

○

○

５　今後の方向性（担当課評価）

充実 ○

現状維持

縮小

廃止

縮小 現状維持 拡大

評価基準

[妥当性]事業のニーズはあるか 増加している

[妥当性]官民の役割は妥当か 市が行うべき

横ばい 減少している

[有効性]成果目標はどの程度達成しているか

中長期的に取り組む 緊急性は薄い

できない

[妥当性]事業手段は妥当か 現行の手段でよい

他の主体との協働も可能 市が行う必要性は薄れている

[妥当性]緊急的に取り組む必要はあるか 急いで取り組む

一部見直しが必要

達成している(90%以上) おおむね達成(70～90%未満)

[有効性]上位施策への貢献度 貢献度は低い一定の貢献度がある重要かつ高い貢献度がある

[有効性]更に効果が期待できるか できる あまりできない

[効率性]事業費を抑制できるか

　コスト投入の方向性

達成していない(70%未満)

ゼロ

できない 制約はあるが可能性はある できる

見直しが必要

[効率性]受益者負担の見直し 適正 負担は求められない 見直しが必要

見直し・改善内容

　応援ブックについては、子育てアプリとの連携のなかで、冊子を確保するためにも配布方法を検討する。
  子ども子育て応援事業として、様々な事業を展開しており、平成28年度には新規事業4事業を開始し、継続に向けて事業の充
実を図る。わかもの出会い応援事業については、結婚に繋がるような出会いの場の確保のため、セミナー後のイベント開催や企
業を巻き込むなど工夫する。
　男性子育て推進事業として、ワークライフバランス等を応援する上司「イクボス」の普及のため、講演会等を開催するなど、男
性の育児参加推進から更に充実を図る。

担当課評価の根拠

　応援ブックについては平成２２年度に配布を開始後毎年改定し、認知度が高まり需要が増えているため、出生数以
上の作成部数の確保が必要だが、平成28年度から子育てアプリの運営も開始したため、連携させながら充実を図る。
  子ども子育て応援事業として、様々な事業を展開しており、平成28年度には新規事業4事業を開始し、継続に向け
て事業の充実を図る。
　また、男性子育て推進事業として、ワークライフバランス等を応援する上司「イクボス」の普及のため、講演会等
を開催するなど、男性の育児参加推進から更に充実させる。

事
業
内
容
の
方
向
性


